
　

伊
達
市
の
平
成　

年
度
予
算
が
、
先
に
開
催

19

さ
れ
た
3
月
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

合
併
2
年
目
を
迎
え
、
初
め
て
の
本
格
的
な

編
成
と
な
る
平
成　

年
度
当
初
予
算
は
、
合
併

19

協
定
や
集
中
改
革
プ
ラ
ン
、
新
市
建
設
計
画
等

に
基
づ
き
な
が
ら
、
全
事
業
の
効
果
や
緊
急
性

を
検
証
し
、
少
子
高
齢
化
対
策
な
ど
の
重
点
対

策
事
業
を
優
先
す
る
な
ど
、
財
源
の
重
点
的
か

つ
効
率
的
な
予
算
配
分
に
努
め
ま
し
た
。

※
予
算
額
は
、
実
際
の
予
算
書
で
は
千
円
単
位

　

で
す
が
、
広
報
紙
の
本
文
・
表
中
で
は
四
捨
五

入
後
の
万
円
単
位
で
記
載
し
て
い
ま
す
。

　

当
初
予
算
の
規
模　
　
　
　
　
　

　

一
般
会
計
は
前
年
比
で
約
9
％
増

　

当
初
予
算
の
規
模
は
、
一
般
会
計
が
2
5
3

億
8
2
0
0
万
円
で
、
前
年
度
の
当
初
予
算
と

比
較
し
て　

億
8
2
0
0
万
円
（
8
・
9
㌫
）

20

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、　

あ
る
特
別

25

会
計
の
合
計
は
2
0
9
億
5
3
7
3
万
円
（
前

年
度
比
6
・
3
㌫
増
）、
3
つ
の
公
営
企
業
会
計

の
合
計
は　

億
8
7
5
7
万
円
（
前
年
度
比　

・

32

10

4
㌫
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
当
初
予
算
の
概
要

　

歳
入
は
、
市
税
や
使
用
料
・
手
数
料
な
ど
自
主

的
に
収
入
で
き
る
「
自
主
財
源
」
と
、
地
方
交

付
税
や
国
・
県
支
出
金
な
ど
の
「
依
存
財
源
」

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

三
位
一
体
の
改
革
（
※
）
に
よ
る
税
源
移
譲

に
よ
っ
て
、
地
方
の
歳
入
構
造
が
変
わ
り
、
自

主
的
に
収
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
自
主
財
源
」

の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

【
自
主
財
源
】

　

歳
入
全
体
の
約
3
割
を
占
め
る
自
主
財
源
は
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億
9
2
5
4
万
円
。

83
　

自
主
財
源
の
柱
で
あ
る
市
民
税
は　

億
7
0

27

7
3
万
円（
個
人
市
民
税
は
、
税
源
移
譲
に
よ
り

前
年
度
比
6
億
1
4
0
0
万
円
増
）、
固
定
資
産

税
は　

億
8
6
5
4
万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。

27

【
依
存
財
源
】

　

歳
入
全
体
の
約
7
割
を
占
め
る
依
存
財
源

は
、
1
6
9
億
8
9
4
6
万
円
。

　

そ
の
う
ち
、
大
き
な
財
源
と
な
る
地
方
交
付

税
は
、
平
成　

年
度
の
交
付
実
績
か
ら　

億
6

18

90

5
9
4
万
円
を
見
込
み
ま
し
た
が
、
所
得
譲
与

税
5
億
2
千
万
円
（
税
源
移
譲
で
廃
止
）
や
定

率
減
税
に
伴
う
特
例
交
付
金
6
5
0
0
万
円
が

減
額
と
な
り
、
本
市
の
財
政
運
営
に
も
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

市
債
は
、
前
年
度
当
初
予
算
か
ら　

・
7
㌫

36

増
の　

億
5
千
万
円
と
な
り
、
主
に
合
併
特
例

38

債
や
過
疎
債
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。

※
三
位
一
体
の
改
革
…
①
国
庫
補
助
負
担
金
の

　

改
革
、
②
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
、
③

　

地
方
交
付
税
改
革
と
い
う
3
つ
の
改
革
を
一

　

体
的
に
推
進
し
、
地
方
の
自
立
と
責
任
を
確

　

立
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

具
体
的
な
予
算
の
使
い
道
は
、　
　

　
「
わ
か
り
や
す
い
予
算
書
」
に
掲
載

　

予
算
書
は
、
市
の
政
策
や
年
間
の
事
業
計
画

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
の
宝
庫
で
す
。

　

平
成　

年
度
の
重
点
事
業
や
新
規
事
業
な

19

ど
、
主
な
事
業
は
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
が
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
予
算
の
使
い
道
に

つ
い
て
、
よ
り
分
か
り
や
す
い
情
報
を
お
伝
え

す
る
た
め
の
冊
子
「
わ
か
り
や
す
い
予
算
書
」

を
作
成
し
、
6
月
上
旬
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

●一般会計
　��������	
��
�����
�

●自主財源・依存財源
��������	
��

��������

��������	
��
����������

����������	

��


●地方交付税
����������	
��
��������

���������	�
���

�
���
�

��������	�
��
����������

●義務的経費・投資的経費
���������	
���
��������

��������	
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��������	


��������	
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����������
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●目的別区分・性質別区分
��������	
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����������
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����������
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　公営企業会計とは、使用料
など、その事業における収入
で経費をまかなうことを目的
として設置される会計です。

単位：万円平成19年度　公営企業会計当初予算額

前年度比予算額会 計 名 称
18.6％177,884収益的収支

水道事業会計
4.2％100,445資本的収支

△    4.3％45,607収益的収支
病院事業会計

0.0％0.3資本的収支

27.7％4,821収益的収支訪問看護事業会計
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単位：万円

前年度比予算額会 計 名 称
7.4％422,740介 護 保 険 特 別 会 計
8.5％18,170梁 川 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

△ 12.3％10,088月 舘 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計
9.0％167,595公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計
0.7％1,529粟野地区農業集落排水処理事業特別会計

△ 1.3％10,505梁川工業団地造成事業特別会計
△ 12.7％19霊 山 工 業 団 地 分 譲 特 別 会 計
△ 34.7％1,174月舘宅地造成事業特別会計
10.4％11,970つきだて花工房特別会計

△16.5％1,078財産区特別会計（14財産区合計）

　 特別会計とは、特定の事業を
行う場合や特定の歳入を特定の
歳出に充て、一般会計と区分し
て経理する場合に設置する会計
のことです。

単位：万円平成19年度　特別会計当初予算額

前年度比予算額会 計 名 称
8.8％739,253国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
2.9％711,252老 人 保 健 特 別 会 計
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